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学術研究発表①には MR に関する演題・4 題の発表があった 
1、手指の撮像における自作 Sat Pad の検討（松山赤十字・高橋）では早期関節リウマチ除外診断の検
査時に自作の Sat Pad を作成し検討を行っていた。BB 弾・小豆・大豆・生米を用い材質の検討を行い
一番歪みの少ない物質は生米であった。これは磁場の不均一改善に生米が有効であると考えられる。次
に 50 例について検討を行い母指側の脂肪抑制の不均一が起こる事がわかった。生米 Sat Pad を利用す
ることにより脂肪抑制効果が改善された。生米を利用することで固定具としての役割も生まれ固定も容




静音システム・SofTone を利用した騒音に関する発表であった。静音と言えば東芝社の Pianissimo が
有名であるがフィリップス社の SofTone ではスリューレートを変化させ静音させる仕組みである。今回




3 題・4 題は MR の安全管理の発表であった。 














化の把握が必要であると感じた。4 例中 2 例が安全管理であったように MR の高磁場化に伴い安全教育
は今後の課題であると感じた。 





 加藤 秀之 
 
本セッションは画像保存、CT および MRI の運用に関する 3 演題であった。 
5．画像データ外部保管サービスの導入 
本施設では院内画像配信用 PACS として 2004 年に静止画を対象として GE 社製 Centricity を導入し、

























7．MRI 検査業務内容の見直しをおこなって（1.0T から 1.5T、3.0T へ） 




























9．導体検出器を用いた X 線アナライザによる品質管理の有効性について 
蛍光体とホトダイオードを用いた非接触型 X 線アナライザ（MODEL100）で X 線装置の QC を行って
きた。新しく半導体検出器を用いた X 線アナライザ（Piranha）が導入された。Piranha で QC が可能
であるか MODEL100 と比較検討を行ったという発表である。増感紙・フィルム系システムに比べて、
多少の X 線量の増減で画質の変化は、現在のデジタルシステムではわからない。しかし、経年的に X
線装置の出力は多少変化するので、機器の定期点検を含めて出力を管理する必要性を再度感じた。 
 
10．診断用CTを用いた肝機能測定ソフトの検討  
肝切除後の肝予備能の予測のため 99m-TcGCS を用いた肝シンチによる肝容量測定を行っている。二次
元による SPECT 画像ではカットラインの設定は正確性を欠き、信頼性の高い値とは言えなかった。
SPECT/CT装置の新規導入に伴い、診断用CTを用いた三次元による肝機能測定ソフトを開発した発表。
三次元でトレースするほうが、二次元より精度が上がるという発表であった。今後は、より正確な肝予
備能が推定出来るよう、ソフトのバージョンアップを願いたい。 
 
11．治療台回転精度の検証 
アイソアライン・フロントポインターを使用し、ガントリー・コリメータ・カウチ回転精度の検証を行
っている。カウチ回転精度の変位が経年変化により許容範囲内ではあるが 1.7mm となったため、カウ
チおよびガントリーの点検と調整を行い、調整前後でカウチ回転精度の変位を検証した発表。精度は定
期点検で許容範囲内には調整されていたが、より正確にずれを修正するためガントリーまで調整して回
転精度を上げたとのこと。このことにより、精度の高い放射線治療が期待出来るという発表であった。 
 
総括として、今回の発表をされたことが、他の研究会・学会発表の足がかりとなる事を、座長として望
みます。 
